
 

 

 

 

第２部 先進的な取組事例 

 

 

 

 

 

 

1 学校施設の現状把握 

  ◆実態把握・劣化状況診断・カルテ化 

1-1 名古屋市（愛知県） 構造体の耐久性調査 

1-2 川崎市（神奈川県） 学習活動への適応性等に関する客観的指標に基

づく評価 

1-3 武蔵野市（東京都）  学校施設を含む公共施設全体の劣化状況や補修

状況のデータベース化 

 

2 学校施設の長寿命化 

 ◆適切な維持管理 

2-1 武蔵野市（東京都） 予防保全の実施など、長寿命化のための適切な

維持管理 

 ◆長く使い続けるための取組 

2-2 八女市立福島中学校（福岡県） 中性化対策による構造躯体の再生 

2-3 茅ケ崎市（神奈川県） 維持管理や設備機器の更新の容易性を確保した

計画への変更 

2-4 甲府市（山梨県） 耐久性を考慮した材料の使用 

◆整備レベルを向上するための改修 

2-5 黒松内町立黒松内中学校（北海道） エコ改修による教育環境の向上 

2-6 ときがわ町立都幾川中学校（埼玉県） 地元産材を活用した内装木質化 
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3 中長期計画の策定 

3-1 立川市(東京都) 客観的な評価指標に基づく優先順位づけ 

3-2 名古屋市（愛知県） 目標耐用年数の設定 

3-3 枚方市（大阪府） 将来の人口や財政支出状況等の推移予測 

3-4 小田原市（神奈川県） 計画策定時の保護者や地域住民の参画 

3-5 宇都宮市（栃木県）  建物の長寿命化計画と建物状況のデータベース化 

3-6 さいたま市（埼玉県） 公共施設マネジメント計画の策定 

 

4 学校施設の有効活用 

◆地域の実情に応じた多機能化 

4-1 志木市立志木小学校（埼玉県） 既存校舎を活用した公共施設複合化 

◆余裕教室の活用等 

4-2 香取市立佐原小学校（千葉県） 余裕教室の特別支援学級への転用 

4-3 向日市立第四向陽小学校（京都府） 余裕教室の老人福祉施設への転用 

4-4 東京都立永福学園（東京都） 廃校した高等学校の有効活用 

 

5 改修方式の工夫によるコスト削減等 

◆工事中の代替地に係る経費の削減 

5-1 砺波市（富山県） ピロティや体育館の活用 

5-2 五ヶ瀬町（宮崎県） 近隣の学校との合同授業の実施 

◆廃校の仮設校舎利用 

5-3 江東区（東京都） 廃校の活用による経費の削減 

◆減築の実施 

5-4 大津市立膳所小学校（滋賀県） 耐震補強工事にあわせた減築の実施 

5-5 有田市立初島小学校（和歌山県） 使用頻度の低い棟の減築の実施 

◆公募型プロポーザルの実施 

5-6 北名古屋市立西春中学校（愛知県）創造性豊かで技術力の高い設計者との連携 

 

 

COLUMN   

3-4 欄外 八幡浜市立日土小学校（愛媛県） 木造校舎の長寿命化 
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学校施設の現状把握    ＞＞＞ 

 

学校施設老朽化対策ビジョンにおける指摘のポイント 

○厳しい財政状況の下、今後も増加する膨大な老朽施設を効率的かつ

効果的に再生していくに当たっては、施設の劣化状況や、教育内

容・方法への適応状況など、現状を適確に把握することが必要であ

る。 

○把握したデータについては、体系的なデータベースとして保管・活

用することが重要である。 

 

掲載事例 

ここでは、施設の耐久性や学習活動への適応性、環境への適応性等

について評価し、今後の施設整備の優先順位付けやライフサイクルコ

ストの算定等に活用している事例を紹介する。 

また、保有する公共施設について、施設の基本情報や過去の工事履

歴等をデータベース化することで、体系的・横断的な管理に活用して

いる事例を紹介する。 

 

 

 ◆実態把握・劣化状況診断・カルテ化 

1-1 名古屋市（愛知県） 構造体の耐久性調査 

1-2 川崎市（神奈川県） 学習活動への適応性等に関する客観的指標に基づく評価 

1-3 武蔵野市（東京都） 学校施設を含む公共施設全体の劣化状況や補修状況の

データベース化 
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１：背景 

名古屋市では市設建築物の老朽化に対応するため、

「名古屋市アセットマネジメント基本方針」及び「名古

屋市アセットマネジメント推進プラン」を策定し、学校

を含む施設の長寿命化や保有資産の適正な活用などによ

り、施設整備費の抑制と平準化を図ることとしている。 

施設の長寿命化の検討を進めるに当たって、建物が今

後どの程度の期間使用が可能か把握するため、市が保有

する概ね築４０年以上の施設について構造体の耐久性を

調査しており、学校についても調査を実施している。 

 

２：取組内容 

予備調査 

設計図書、定期点検等の結果を確認し、対象棟の調

査位置を検討した。 

外観目視調査 

予備調査を基に、対象棟のひび割れ、鉄筋の露出等

の状況を確認し、調査位置を検討した。 

物理的調査 

  調査位置からコンクリート試験体を採取するなどに

より、構造体内部の鉄筋の腐食状況とコンクリートの

中性化・塩化物量の状況から耐久性を評価するととも

に、コンクリートの圧縮強度を確認した。【図１】～

【図３】 

 

３：期間・費用（調査棟数120棟程度の場合） 

調査期間   技術職員による予備調査 約２ヶ月 

       外部委託による外観目視調査・物理的調査 

 約３ヶ月 

 費 用  １棟当たり 約２０万円 

 

４：特に留意した点 

・校舎は増築を重ねることにより部分ごとに建築年次が

異なることが多いため、建築年次と階層により校舎を

切り分け、調査位置を設定した。 

・鉄筋の状況については柱や構造壁、中性化の状況につ

いては仕上材の無い部分とするなど、試験体の採取位

置を工夫した。 

・試験体の採取は長期休業中に行うなど、学校運営に配

慮しながら調査を実施した。 

 

 

５：成果と課題 

・これまでの調査結果により、一般的に言われている耐

用年数６０～６５年程度よりも長寿命化が期待でき

る施設が、ある程度存在することが判明した。 

（※参照「3-2 目標耐用年数の設定」） 

・今後の整備方法や優先順位の検討を進めていくために

は、機能の充足度やコストなど、別の観点から更なる

チェックが必要である。 

実態把握・劣化状況診断・カルテ化 １ 学校施設の現状把握 

図２ 構造体耐久性調査の方法 

図３ コンクリート試験体の写真 

図１ 構造体耐久性調査評価項目 

3cm 4cm 

1-1 >>>
構造体の耐久性調査 

愛知県 

名古屋市 
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１：背景 

約７割の学校が建築後２０年を経過している中で、老

朽化や施設環境に求められる多様化したニーズに対応す

るため、学校施設の効率的なマネジメントを実現する必

要がある。そのためには、施設の状態面について実態を

的確に把握し、施設情報を管理しながら、施設を評価す

る必要があった。 

 

２：取組内容 

評価の実施 

「学校施設の評価の在り方について～学校施設の改

善のために～（最終報告）」（平成２１年３月 学校施設

の在り方に関する調査研究協力者会議）を参考に、「安全

性」、「快適性」、「学習活動への適応性」、「環境への適応

性」、「その他」の５つの観点から評価を実施した。 

「安全性」、「快適性」、「その他」の項目は現地調査に

より状態面を、「学習活動への適応性」の項目は、学校ア

ンケート・ヒアリングにより運用面を把握・評価した。

「環境への適応性」の評価はCASBEE（建築環境総合性能

評価システム）学校を活用した。 

施設台帳の棟ごとに評価を行い各棟の施設評価を床

面積按分して学校全体評価とした。これにより学校施設

の実態を定量化し、見える化を図った。 

 

学校カルテの作成 

全市立学校（１７２校）を対象に施設の構造・規模、

面積、建築年月などの基本的な情報や修繕履歴、施設評

価など定量的に評価したデータを学校カルテとして一元

化し、整理した。 

実態把握・劣化状況診断・カルテ化 １ 学校施設の現状把握 

評価結果の見える化 

評価項目（詳細）

屋上・屋根の劣化状況

屋上金物の劣化状況

外壁の劣化状況

軒（バルコニー）裏の劣化状況

サッシの劣化状況

外部雑（金物等）の劣化状況

内部床の劣化状況

内部壁の劣化状況

内部建具の劣化状況

内部天井の劣化状況

脆弱なガラス（スリガラス）等の使用状況

窓ガラス等のひび割れ状況

照明器具の取付金物等に腐食、緩み状況

吊下げ式照明の使用状況

窓際に足掛かりとなる物の存在（固定）状況

体育館のトイレの整備状況

屋外から使用可能なトイレの整備状況

防災備蓄倉庫の整備状況

災害時に水を確保する設備の整備状況

自家発電設備の整備状況

門扉の施錠状況

防犯カメラの設置状況

外灯の設置状況

不審者の侵入を禁止する看板等の設置状況

塀、フェンス、門扉等の劣化状況

段差の解消状況（玄関・廊下・トイレ）

手摺の設置状況（廊下・トイレ）

車椅子対応トイレの設置状況

エレベータの設置の有無

給水配管の整備状況（赤水の発生等）

排水設備の整備状況

衛生面（汚れ・臭い）

洋風便器の整備状況

便器の破損等

トイレの衛生状況の点検、清掃活動状況

黒板の老朽化状況

掲示板の整備状況

インターネット設備の整備状況

施設整備基準等に定める教室等の確保状況

施設整備基準等に定める面積の確保状況

多様な指導方法に対応した教室等の確保状況

多様な指導方法に対応した教室等の活用状況

室内の騒音レベル

室温レベル

湿度レベル

映り込み対策状況

照度

化学汚染物質（ホルムアルデヒド等）の量

ダニ・ダニアレルゲンの量

二酸化炭素濃度

建物の熱負荷抑制（断熱材・ガラス・日射遮
蔽の設置状況）

自然エネルギー（通風・採光）をそのまま利
用している状況

自然エネルギーの変換利用（太陽光発電等）
状況

空調設備の省エネの取組状況

照明設備の省エネの取組状況

エネルギー消費量、環境負荷の削減について
の運用管理体制状況

節水システムの採用状況

雨水の利用状況

近隣への日照阻害の抑制状況

近隣への砂塵対策状況

近隣への球技用の球の侵入対策状況

校庭の開放

体育館の開放

教室等の開放

その他

近隣への迷惑
対策

地域開放への
対応

安全性

学習活動
への適応
性

情報化対応

学習環境の整
備

環境への
適応性

音環境

温熱環境

光・視環境

空気質環境

省エネルギー
対応

防災対策

防犯対策

外構の劣化
（老朽化）

快適性

バリアフリー
対応

給排水設備の
整備状況

トイレの整備
状況

衛生設備に関
する点検状況

教 室 の 黒 板 等
の整備状況

評価項目

建物の劣化
（老朽化）

落下物
等の対
策

非構造
部材の
状況

転落防止対策

評価項目 

1-2 >>>
学習活動への適応性等に関する客観的指標に 

基づく評価 

神奈川県 

川崎市 
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３：取組期間・費用 

期間：平成２３年度～２５年度 

費用：２，６００万円程度（全市立学校１７２校分） 

  （基本方針の策定、実態把握・施設評価、カルテ

作成、ＬＣＣの算定、学校施設長期保全計画の

策定を含み、システム導入費用は除く。） 

 

４：特に留意した点 

学校施設の状態面の把握・評価は、ばらつきが出ない

ように、全調査員によりモデル的に１校の調査を実施し、

統一的な評価となるよう留意した。また、今後、評価を

継続して実施するため、建築基準法第１２条の点検結果

を活用する。 

 

５：成果と課題 

定量化された学校施設の評価結果をまとめた学校カ

ルテは、①老朽化対策、質的改善、環境対策などの施設

改善の優先順位付けに基づく計画的な施設整備や、②安

全で快適な教育環境を確保するための個別課題への対応、

③長寿命化のための予防型保全の計画の立案等に活用す

る。 

１７２校の学校アンケートやヒアリングを効率的、効

果的に継続する手法を確立することが課題である。 

実態把握・劣化状況診断・カルテ化 １ 学校施設の現状把握 

 学校カルテ 

裏面 

表面 
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１：背景 

以前は施設を主管している部署及び工事を請負って

いる建設部建築課（現財務部施設課）でも、施設基本台

帳や工事台帳が未整備で、突発的な事故への対応の遅れ

や、計画的な施設整備がなされていない状況であった。

認識不足からある施設で類似の工事を数年の間に、二度

実施してしまったことをきっかけに、台帳整備、計画的

施設整備の必要性を実感し、平成１３年度に施設データ

管理システムを導入した。 

 

２：取組内容 

データ収集 

建築課の中に「施設整備計画担当」２名を配置し、全

市有施設の確認申請の副本、工事契約書などから施設の

基本状況、過去の工事履歴のデータ収集を行った。 

 

システムの構築 

収集したデータ、改修図面等を一元管理できるよう、

施設データ管理システムを導入し、課内で情報共有化を

図った。システム導入後はデータ収集以降に実施してい

る全工事の設計書類、記録やその他の施設を整備してい

く上で必要と思われる情報を蓄積しデータの充実を図っ

ている。 

 

 

 

 

長期修繕計画の作成 

市有施設のハード面について現地調査による現状把

握や個々の建物の目標耐用年数を設定すること等により、

不具合による建築部位、設備機器の更新費用（残存不具

合費）を算定した。計画的な施設整備が実施できるよう

長期修繕計画を作成し建物の延命を図っている。 

 

３：取組期間・費用 

平成１２年度・職員による基礎情報収集  

平成１３年度・システム構築（約６，６００千円） 

平成１３年度～１５年度・長期修繕計画作成 

（約５６，４００千円） 

 

４：成果と課題 

ばらばらだったデータは、施設データ管理システムの

導入により一元化され、保全に関する経験と実績が体系

的・横断的に蓄積されることになった。その結果、事故

などの緊急時の対応や既存施設の改修を行う際にはこれ

らのデータを活用することで効率的な対応が可能となっ

た。 

また、施設の状況の指標化により、修繕・改修費の予

算規模を論理的に検討することができるようになった。

その結果、予防保全を計画的に予算化し、効率的な施設

整備を実施することが可能になった。 

 （※参照「2-1 予防保全の実施など、長寿命化のため

の適切な維持管理の実施」） 

今後は施設そのもののデータに加えて、施設を主管し

ている部署と連携して光熱水費や維持管理にかかる費用

なども蓄積し、データの閲覧に関しても施設課だけでな

く関係部署でも可能となるような仕組みを作っていく必

要がある。 

実態把握・劣化状況診断・カルテ化 １ 学校施設の現状把握 実態把握・劣化状況診断・カルテ化 １ 学校施設の現状把握 

 工事履歴表示例 

1-3 >>>
学校施設を含む公共施設全体の劣化状況や補修

状況のデータベース化 

東京都 

武蔵野市 

7



学校施設の長寿命化    ＞＞＞ 

 

学校施設老朽化対策ビジョンにおける指摘のポイント 

○劣化が進行するに従い、改修費用は増大する。このため、従来の「事

後保全」型の管理から、「予防保全」型の管理へと転換を目指すこと

が求められる。 

○長寿命化改修を行う際には、日常の維持管理を行いやすいよう配慮

した計画とすることや省エネ化、再生エネルギーの導入、木材の活

用など現代の社会的要請に応じた整備を行うことが重要である。 

 

掲載事例 

ここでは、予防保全に取り組んでいる事例や、長寿命化改修の実施

により構造躯体を再生させた事例を紹介する。 

また、改修した建物を長く使い続けるため、日常の維持管理を行い

やすい計画とすることや省エネ化、内装木質化を行うことで、質的な

向上を図った事例を紹介する。 

 

 ◆適切な維持管理 

2-1 武蔵野市（東京都） 予防保全の実施など、長寿命化のための適切な

維持管理の実施 

 

 ◆長く使い続けるための取組 

2-2 八女市立福島中学校（福岡県）    中性化対策による構造躯体の再生 

2-3 茅ケ崎市（神奈川県） 維持管理や設備機器の更新の容易性を確保し

た計画への変更 
2-4 甲府市（山梨県） 耐久性を考慮した材料の使用 

 

◆整備レベルを向上するための改修 

2-5 黒松内町立黒松内中学校（北海道） エコ改修による教育環境の向上 

2-6 ときがわ町立都幾川中学校（埼玉県） 地元産材を活用した内装木質化 
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【図１】保全整備に係る予算の推移 

（保全整備の重要性が共通認識され、「保全整備の運用」が導入された平成１７年以降保全整備を実施するための費用が計上された） 

事後保全に係る費用と予防保全に係る費用について、

分けて記載できないか、武蔵野市と調整中。 

 

 

 

 

 

 

 

１：背景 

武蔵野市では、計画的な施設整備を導入する以前は、

施設を主管している部署の担当者は部署内の施設のみの

状況を把握した上で予算要求し、査定する側の企画・財

政部署も予算費目ごとに異なる担当者が対応していた。

そのため、市内の公共施設全体を横断的に把握した上で

の査定結果にはならず、改修水準にばらつきのある工事

が行われていた。 

結果的に不具合が原因で工事を行う事後保全が多く

なるが、このことを疑問に思った職員が、予防保全の必

要性を唱えたことが取組のきっかけとなった。 

 

２：取組内容 

カルテ等の作成 

平成１２、１３年度に計画的施設整備について議論し

「耐震改修」「定期点検」「劣化保全整備」を優先して実

施していくことになった。平成１３年度、「劣化保全整備」

を効果的に実施するための方法を検討するとともに平成

１３～１５年度にかけて全市有施設の劣化調査を行い長

期修繕計画、劣化カルテ等を作成した。 

（※参照「1-3 学校施設を含む公共施設全体の劣化状況

や補修状況のデータベース化」） 

 

劣化保全整備 

平成１６年度に長期修繕計画を基に、今後３０年間施

設を寿命まで問題なく使用していくために必要となる費

用を議会に説明したことから、劣化保全整備の必要性が

認められ、平成１７年度から全施設の劣化部位・機器の

調査結果を基に計画的な劣化保全整備をスタートさせた。 

【図１】 

 

 

 

 

３：特に留意した点 

毎年作成する整備計画は、誰が見ても納得できるよう、

点数化で評価し優先順位を付することとしている。 

 

４：成果と課題 

計画的な劣化保全整備を取り入れたことで予防保全

を前提に施設整備を行うことが可能となり、整備も施設

の主管部署に関係なく全体を一定水準で整備することが

できるようになった。また、「公共施設整備計画検討委員

会」で全庁的に認知されたことを受け、これまでと比べ

多額の予算を確保できることになったことも大きな成果

である。【図２】 

なお、予防保全を実施した結果、事後保全の費用につ

いては、大幅に削減できていることを実感しており、施

設の適切な維持管理の実施に向け、取組が始まったもの

と考える。 

劣化保全整備は施設がある限りエンドレスである。毎

年の整備計画の作成に当たっては評価方法を研究し、よ

り現状に即したものを提案していくことを心掛けたい。 

適切な維持管理 ２ 学校施設の長寿命化 

図２ 劣化保全整備（トイレ）（左：補修前 右：補修後） 

2-1 >>>
予防保全の実施など、長寿命化のための適切な

維持管理の実施 

東京都 

武蔵野市 
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１：背景 

八女市立福島中学校の屋内運動場は、建築年が昭和３

６年で老朽化が著しく、壁モルタルの落下など、生徒の

学校生活に危険が迫っていた。しかし改築を行う十分な

予算もないことから、改築ではなく、耐震補強を行った

上で大規模改造を実施することを決定した。 

また事業を行うに当たっては、柱や梁などの構造部分

を残して解体し、耐震補強を行い再利用するため、産業

廃棄物や建築コストを大幅に削減でき、環境にやさしい

建築方法を採用した。【図１・２】 

 

  

長く使い続けるための取組 ２ 学校施設の長寿命化 

図１ 改修前 

2-2 >>>
中性化対策による構造躯体の再生 

福岡県 

八女市立福島中学校 

図２ 改修前のコンクリートに試薬を噴霧した状況 

（アルカリ性の部分が赤くなる。中性化が著しい。） 

10



２：取組内容 

コンクリートの中性化対策 

 屋内運動場の現場を検証した結果、築４０年を経過し

たコンクリートの中性化の度合いは平均で９０％を超え

る状態であった。既存の柱はアルカリ性付与材と中性化

抑制材で補修し、中央３本左右６本の柱はカーボン材で

補強している。また、その柱もむき出しにはせず、杉板

で覆い仕上げとするなど多少でも二酸化炭素の影響を避

ける工夫をしている。【図３】 

本事業は、耐震補強も兼ねていたため、水平力を負担

させるため、建物の４隅にコンクリートと鉄骨によるブ

レースで耐震壁をバランスよく配置した。また、柱につ

いては、風化等により構造物が劣化していくという仮説

を立て、軸力一部を既存の鉄筋コンクリートの柱に沿わ

せ、新しい鉄骨の丸柱を配置した。【図６】 

  

中性化対策（状態把握・対策費）： ８，６６０千円 

 改修費用（耐震対策費を除く）：１６１，１８０千円 

 

廃棄材の再利用 

 壁などを解体する際に発生したコンクリートがらは、

床などの土間に再利用し、屋根の下地は補修することで

再利用されている。 

 

  

また、耐震壁をはじめとする室内側壁の仕上げには、

既存の屋内運動場で使用していた床材が再利用され、資

源を有効活用するとともに、屋内運動場の歴史や思い出

を残す手段にもなっている。【図４・５】 

 

３：特に留意した点 

耐用年数をより向上させる目的から、アルカリ性付与

材と中性化抑制材による補修に加え、躯体を直接風雨に

さらさないようガルバリウム鋼板や木で保護するなど注

意をはらった。 

 

４：成果と課題 

 危険な状態であった施設を新築同様に改修することが

でき、授業や部活動の充実のみならず、地域への開放促

進にもつながった。改修に当たっては、新築に比べ、建

築コストの縮減や産業廃棄物の抑制による環境負荷の低

減ができた。 

一方、明るく清潔な体育館を目指し、トップライトや

大規模な開口を設けたことで、日射がまぶしいことや、

室内温度が高すぎることなどの課題が生じている。 

長く使い続けるための取組 ２ 学校施設の長寿命化 

図３ 中性化対策（左：アルカリ性付与材塗布 右：中性化抑制材塗布） 
図４ 改修中の風景 

図６  

既存RC柱に沿わせた鉄骨丸柱 
図５ 体育館内観 

改修前 
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１：背景 

建築後３５年程度経過すると、配管の腐食進行による

漏水が多々発生する。特に、床や壁のコンクリート等に

埋設された給水配管や消火栓配管は、状況確認ができず

漏水場所が特定できないことや、特定できたとしても、

床や天井ボードが破損し、配管の補修費以外に建築的な

補修費が別途必要となることがある。                                         

 

２：取組内容 

 校舎の大規模改修工事の際に、配管の露出化を行い、

配管を目視できるようにしている。また、天井内に配管

がある場合は、天井の必要箇所に点検口を設置している。 

 漏水が発生した場合、漏水箇所の早急な発見が可能に

なり、床や天井等を壊す建築的な工事を伴わず、配管工

事を容易に行うことができるようになった。 

 
 
 

 

 

３：特に留意した点 

雨水が外壁から入りやすいため、改修工事の際に、シ 

ーリングの施工の確認を十分に行った。また建物の外観

を損なわないように、外壁と同系色の配管の採用や消火

管の塗装を行ったうえで施工した。施工するに当たり、

建物の外観を損なわない色使い、目隠しルーバーの設置、

配管の切り回し方法を検討することが大切だと考える。 

長く使い続けるための取組 ２ 学校施設の長寿命化 

長く使い続けるための取組 ２ 学校施設の長寿命化

 屋根材 外壁材 
 従 来 耐久性に優れた材料 従 来 耐久性に優れた材料

素材名 カラー亜鉛めっき鋼板
(0.4㎜) 

カラーガルバリウム鋼板
(0.4㎜) 

ラスモルタル塗り
(25㎜) 

ＡＬＣ版
(50㎜) 

外観 

    

施工性 ○ 
加工切断面は錆びやすい。 

○
加工切断面は錆びやすい。 

△
下塗、中塗、上塗等工程作業が

多い。塗装が必要。 

○
加工切断等が容易である。 

塗装が必要。 
耐久性 10～15年程度 20～25年程度 10～15年程度 20～25年程度

断熱性 要（5～6年に1回程度塗替） 要（10～15年に1回程度塗替） △ ○

メンテ 
ナンス 

○ △ 要(5～6年に1回程度塗替、ク
ラック等の補修など) 

要
(5～10年に1回程度塗替) 

コスト 2,350円/㎡ 2,430円/㎡ 3,510円/㎡ 4,680円/㎡

 

１：背景 

屋内運動場を耐震補強する場合、既存の鉄骨フレーム

への壁ブレースや屋根ブレースの増設が主な補強方法と

なり、壁材及び屋根材を撤去する必要がある。そのため、

甲府市では耐震補強に併せ、大規模改造工事も合わせて

行い、安全性が確保され、環境も改善された。 

廊下流しの配管の改修にあわせて配管を露出化 

排水管
給水管 

改修後 

改修前 

2-3 >>> 
維持管理や設備機器の更新の容易性を確保した

計画への変更 

神奈川県 

茅ヶ崎市 

２：取組内容 

その際、近年の財政状況を踏まえると、今後も長期的

に使用していくことが想定されることから、既存材料よ

りも耐久性、維持管理の容易性に優れた材料を選定した

り、従来、湿式であったトイレを乾式に変更したりする

などの変更を行った。 

 

３：成果と課題 

材料選定においては、どのレベルまで耐久性を上げる

かなど基準が無いため、整理の仕方が難しい。 

甲府市が取り入れた素材の一例 

2-4 >>> 
耐久性を考慮した材料の使用 

山梨県 

甲府市 
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 改修後に作られた「ひかりのみち」

二面採光の普通教室 

 改修前 

 

１：背景 

黒松内町立黒松内中学校では、今後、２０年以上にわ

たって使用していくことを目的とし、昭和５３年竣工の

ＲＣ造２階建て校舎、Ｓ造平屋建て体育館を改修した。              

設計者選定プロポーザルを行う１年以上前から、地域

住民や学校を巻き込んだ「環境教育検討会」と、建築技

術者向けの「エコ改修検討会」が平行して進められた。 

これらの検討会では、老朽化対策のみを事業の目的と

するのではなく、二酸化炭素の排出削減、耐震性能の向

上、生徒数減による余剰空間の在り方等、地域特性に配

慮した柔軟な建築モデルを地域住民、学校が理解し活用

していくことが目的であった。 

 

２：取組内容 

自然光の利用（普通教室） 

日照率の低い地域であるため、屋根ガラスから、不要

な熱を取り入れない採光手法が可能となった。安定した

天空光を北向き屋根ガラスから取得することで、使用頻

度の高い２階普通教室の照明エネルギー削減を果たした。

冬季間のガラス面への積雪は、連続暖房による融雪が進

むため、自然光を遮ることはほとんどない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひかりのみち 

建物中央部分の床スラブを解体し、ガラス屋根で覆う

ことで得られる２層吹き抜けの空間。ひとつの大きな家

のような親密な一体感を感じさせる。特別教室と連動し

た集会やイベント利用、職員室と連動した自習の場、

PTAの集まりなど、生徒の日常生活の中心が生まれた。 

整備レベルを向上するための改修 ２ 学校施設の長寿命化 

2-5 >>>
エコ改修による教育環境の向上 

北海道 

黒松内町立黒松内中学校 
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季節風を生かす自然換気 

夏季は太平洋からの涼

しい南風が、冬季は日本

海からの冷たい北風が昼

夜問わず吹く傾向がある。

夏季の南風を取得・排出

する自然換気の経路を確

保することで換気エネル

ギーを削減するとともに、

冬季の北風に対する北面

の断熱性確保に留意した。 

 

外断熱と躯体の長寿命化 

既存コンクリート外壁

の外側から、金属板と１００mmグラスウールによる外断

熱工法を施し、樹脂サッシとLow-εペアガラスを併用し

た。暖房負荷削減と躯体の長寿命化に配慮した。 

 

躯体の軽量化による耐震性能の向上 

「ひかりのみち」をつくるに

伴い、屋根と２階床の躯体を解

体した。その結果、躯体重量が

削減され、耐震性能を示す Is値

において約２０%の性能向上を

果たすとともに、杭基礎への負

担を軽減することができた。 

 

 
（設計期間） 
プロポーザル 平成１８年２月 
実施設計   平成１８年４月～平成１８年７月 
施工期間   平成１８年９月～平成１９年２月（校舎） 
 

３：特に留意した点 

建物竣工後は、検討会を運営した事務局を中心に、ア

ドバイザー、学校、設計者などが集まり、消費エネルギ

ーのモニタリングや運用マニュアルの検討が継続して行

われている。また、授業カリキュラムの中に環境教育の

プログラムが盛り込まれ活用されている。 

 

４：成果と課題 

「ひかりのみち」は、施設全体を自然光に満ち溢れた

明るく活動的な空間に変容させた。自然光利用は照明負 

荷削減のためだけではなく、学習プログラムや子供たち

の気分にも大きな影響を与えている。                                        

整備レベルを向上するための改修 ３ 学校施設の長寿命化 整備レベルを向上するための改修 ２ 学校施設の長寿命化 

環境についてのワークショップ風景 

ひかりのみち 改修前後の断面図

自然エネルギー活用図 

自然エネルギー利用イメージ

ひかりのみち部分
解体状況 
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左上 普通教室 
右上 廊下 
左下 昇降口 

2-6 >>>
地元産材を活用した内装木質化 

埼玉県 

ときがわ町立都幾川中学校 

 

 

 

 

 

１：背景 

老朽化した公共施設について、建て替えを行うと、費

用がかかり財政負担も大きくなるため、ときがわ町では、

耐震補強を施し、内装を木質化しながら改修することで、

経費や工期を抑えながら快適な教育環境を整備している。 

本校舎は昭和４６年に建てられ、耐震性が低く、内部

の老朽化も進行していたため、平成１８年に耐震補強工

事、平成２１年に内装木質化工事を実施した。 

 

２：取組内容 

 耐震補強や内装の木質化の他、外装を塗り替えて、屋

上に防水加工を施すことにより新築と同様の環境を確保

した。また、未使用となっていた各界の配膳室周りを生

徒のラウンジに改修した。 

 同町の面積の約７割が山林である。内装の木質化に当

たっては、主要な木材は可能な限り、ときがわ産の地場

産材を利用し、地場産業にも活力を与えた。 

 

３：特に留意した点 

節のある材の活用や目の届かない天井等における合

板の活用、間伐材の利用等によりコストを抑えた。 

また、夏休みの短期間で工事を実施するため、床のモ

ルタル仕上げ面にラバー付きの床材を使用し、従来の下

地合板張りを省くことにより工期の短縮を図った。 

 

４：成果と課題 

今回のような大規模改造工事は、同規模の校舎新築に

係る費用と比較し、２０～３０％で対応することができ、

より高い費用対効果が期待できるものと考える。 

また、木材には調湿効果があり、乾燥する冬季に空気

に潤いを与えることから、風邪をひく子どもの数が減少

した。また、鉄筋コンクリート造の校舎で結露するよう

な場合、木質化された校舎では余分な湿気を木が吸収し、

教育環境の安全性が向上した。 

整備レベルを向上するための改修 ２ 学校施設の長寿命化 

配膳室周りを改修してつくられた木質化ラウンジ 
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